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報道関係者 各位

第 75 回「保健文化賞」受賞者が決まりました

保健衛生の向上に取り組む団体・個人を顕彰する「保健文化賞」の受賞者が決まり

ましたので、別紙のとおり公表します。

今回が 75 回目となる「保健文化賞」は、昭和 25 年に創設されて以来、第一生命保

険株式会社が主催し、厚生労働省、朝日新聞厚生文化事業団、NHK 厚生文化事業団の

後援により毎年継続して実施しています。

今回の受賞者は、団体 10 件、個人３名です。

令和５年９月４日

【照会先】

健康局 健康課 地域保健室

室長 原渕 明 (内線 2331)

担当 平戸・清田(内線 2391)

(代表電話) 03(5253)1111

(直通電話) 03(3595)2190



受賞者名 都道府県（※） 業績

湯沢町ファミリー健康プラン
推進委員会

新潟県
健康づくり計画の策定・実践に「町民主体・町民参加型」として取り組み、20年にわたり住民
主体の体制を継続することで、未成年飲酒・喫煙対策に成果を上げるなど、地域の健康づ
くりに貢献している。

特定非営利活動法人
蜘蛛の糸

秋田県
秋田県内の自殺予防活動を行う民間団体の中核として、対面や電話等による相談の受付
活動に長年にわたり取り組んでおり、経済・生活問題等の悩みを抱える地域住民の自殺予
防をはじめとした、心の健康づくりの推進に貢献している。

特定非営利活動法人
Commune with 助産師

福島県

福島県内の産科医療施設が減少する中で当該団体を設立して地域に根ざした助産師活動
を展開し、東日本大震災発生時には即座に母子やその家族のために助産所を開放し、相
談用電話を設置する等、妊産婦や乳幼児とその家族への支援に取り組み、地域に貢献し
ている。

社会福祉法人弘和会 石川県
介護・障害者サ―ビスの事業所機能を横断活用し、総合ケアをプロデュ―スすることによ
り、過疎化・超少子高齢化地域における独居老人・孤食問題の解消や、最期の看取りまで
地域で生活できる街づくりに貢献している。

認定特定非営利活動法人
あいち骨髄バンクを
支援する会

愛知県
長年にわたり、愛知県や市町村が実施する骨髄バンクドナー登録会における来場者へのド
ナー登録の呼びかけや普及啓発活動、血液疾患患者やその家族の支援活動、行政職員
を対象とした研修への講師派遣等を精力的に行い、骨髄バンク事業に貢献している。

食アレスマイルネット 愛知県
食物アレルギ―患者の苦しみや思いを絵本に託して作り上げ、それらを持って日本小児臨
床アレルギ―学会への訪問や、47都道府県等への絵本贈呈企画、読み聞かせ会企画等
で全国を回り、16年にわたり、患者の心を支えることに貢献している。

NPO法人
チャイルドヘルプライン
MIEネットワーク

三重県
10年以上にわたり、さまざまな悩みや心配ごとを持つこどもたちに対し、相談員が電話を通
して思いに寄り添うことで、三重県のこどもの心の支えとなるとともに、自己肯定感を高める
ことに貢献している。

一般社団法人KISA2隊 京都府
地域のプライマリケアの枠組みを用いて、新型コロナウイルス感染症で自宅療養中の患者
への訪問診療を全国に先駆けて行い、その取組をモデルケースとして全国各地へ普及さ
せることで、多職種連携及び在宅医療の推進に貢献している。

特定非営利活動法人
鳥取県自閉症協会
ペアレントメンター鳥取

鳥取県
研修を受けた先輩保護者が発達障害のあるこどもを育てた経験を活かし、共感性の高い
相談活動を行うとともに、ユーザー目線で子育て情報の紹介をすることで、仲間や社会との
つながりを支え、子育てコミュニティに貢献している。

特定非営利活動法人
ステップバイステップ

熊本県

障害児と保護者が共に暮らし続けることができる地域を目指して障害児の移動支援事業や
療育施設の設置・運営等の活動を続け、１つの自治体の枠に収まらず近隣市町の住民の
ニ―ズにも応え続けることで、障害児の居場所づくりや自宅から特別支援学校に通学でき
る体制整備に貢献している。

髙岡 晃教 北海道
まもるんジャ―やこども研究所に代表されるように独自のプログラムを創出し、こどもに幼
児のうちから感染症や免疫の教育を行うことで、地域における保健衛生教育の推進に貢献
している。

岡本 和美 奈良県
小児科医師、5人の子の母、教育委員長としての経験をもとに、25年余、児童虐待を広義に
捉え、育児支援・思春期保健対策・女性の働き方・医師への教育等、広い範囲にわたり活
動され児童虐待防止に貢献している。

花田 敬士 広島県
膵癌の危険因子に着目し、病診連携を生かして内視鏡を含む低侵襲の検査介入を行う膵
癌早期診断プロジェクトを展開し、地域における膵癌の早期診断例の増加や5年生存率の
改善等に貢献している。

※受賞時点の団体所在地・個人居住地

第75回保健文化賞受賞者一覧 （敬称略） （別紙）


